
 

 

 

 

 

 

 

 ６月８日から２６日の期間に、高等部の前期職場実習が行われました。それに合わせ、６月４日

に実習決意表明会、７月２日と３日に実習報告会がありました。また、６月１日、２日には、職業Aコ

ースの前期校内実習が行われました。そこで、今回のキャリア支援通信では高等部の職場実習や

決意表明会、報告会、校内実習の様子をお伝えします！ 

 

 

高等部における職場実習は、単なる体験ではなく、卒業後の豊かな生活に向けて自分に合った

進路を選択・決定するための重要な学習活動です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

職場実習を単なる体験で終わりにせず、前後の指導を大切にすることで、確かな成長につなげ

ます。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校内実習は、通常の授業とは異なる活動をとおして、職場実習に向けた心構えを育み、自分の

力を発揮する経験を積む大切な機会です。 

 

 

 

自己理解を深める： 自分の良さや得意なことを知り、進路選択に生かす。 

働くことを意識して活動に取り組む： 職場実習に向けた生活リズムや心構えを整える 

校内実習の大きなねらい 

進路決定までの３ステップ 

学習のサイクル 

キャリア支援通信 
No.３ 

令和８年７月 24 日（金） 

静岡県立東部特別支援学校 
キャリア支援課  西村智世 

卒業後の生活へつなぐ「職場実習」のポイント 

•多くの事業

所を知る

•自分の良さ

や得意なこ

とを知る

１年：知る

（進路・自己

理解）

•体験的な実

習を行う

•自分の適性

を確かめる

２年：考える

（進路選択）

•実習先との

マッチング

•卒業後の準

備を整える

３年：決める

（進路決定）

【実習前】目標を立てる

•事前学習・決意表明会：実習の目標や決意を言葉にすることで、目標を明確にし、主体

的に実習に取り組む意欲を高めます。

【実習中】実践と記録

実習先での活動： 学校での学習成果を発揮し、事業所での活動や生活を体感します。

実習日誌： 毎日振り返りを行い、家庭・学校・事業所で情報を共有します。

【実習後】成果と課題を確認

•報告会：実習を振り返り、目標の達成状況や今後の課題を整理するとともに仲間と

学びを共有します。

•評価の共有：事業所からの評価をもとに、今後の目標を相談します。

高等部職業 Aコース「校内実習」のポイント 

「いつでも どこでも だれとでも」自分の力を発揮して活動に取り組む。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実習決意表明会 

職場実習 

実習報告会 

校内実習 


